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「
胡
氏
方
案
』
は
、
享
保
三
年
（
一
八
○
三
）
に
来
日
し
た
清
医

胡
桃
新
の
長
崎
に
お
け
る
治
療
医
案
で
あ
り
、
現
在
、
松
江
日
赤

病
院
附
属
図
書
館
に
架
号
四
五
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
書

は
原
晋
氏
に
よ
る
写
本
五
冊
で
あ
り
、
以
下
の
内
容
か
ら
な
る
。

「
胡
氏
方
案
巻
之
こ
「
胡
氏
方
案
巻
之
二
」
「
胡
氏
方
案
巻
之
三
」

「
胡
氏
方
案
巻
之
四
、
胡
氏
方
案
拾
遺
」
「
問
答
、
奥
書
」
つ
ま
り
、

原
害
と
胡
桃
新
と
の
問
答
及
び
原
害
が
文
化
甲
子
冬
日
に
書
い
た

奥
書
で
あ
る
。

さ
て
、
胡
桃
新
に
つ
い
て
前
回
と
前
々
回
の
医
史
学
会
で
既
に

報
告
し
た
が
、
原
杳
そ
の
人
は
「
崎
舘
簔
臆
」
「
清
客
筆
語
」
に
よ

っ
て
藍
川
玄
慎
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
『
胡
氏
方
案
』

は
文
化
元
年
二
八
○
四
）
九
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、
藍
川
玄

慎
が
医
官
の
吉
田
長
達
・
千
賀
道
栄
・
小
川
文
庵
と
共
に
、
長
崎

３
清
医
胡
桃
新
の
「
胡
氏
方
案
」
に
つ
い
て

ｊｌ
ｏ
郭

ｊ２

秀
梅
・
岡
田
研
吉

へ
胡
桃
新
に
遊
学
し
た
時
に
、
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
藍
川

玄
慎
は
三
人
の
医
官
に
続
い
て
、
文
化
二
年
二
月
に
長
崎
を
発
っ

て
帰
国
し
た
。
同
年
四
月
、
江
戸
藩
邸
に
お
い
て
御
医
師
、
十
人

扶
持
で
登
用
さ
れ
た
。
『
胡
氏
方
案
』
に
は
胡
桃
新
の
長
崎
に
お
け

る
治
験
の
一
七
二
例
、
延
べ
四
九
四
回
を
収
め
て
い
る
。
そ
し
て
、

受
診
の
日
付
を
明
白
に
記
し
、
病
人
の
氏
名
も
ほ
ぼ
書
い
て
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
日
本
人
で
あ
る
。
日
付
か
ら
、
文
化
元
年
二
月
二
日
か

ら
十
二
月
二
十
七
日
の
間
の
病
例
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
胡
桃
新
の
治
療
の
全
部
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、

原
音
が
「
毎
見
高
案
必
随
写
随
調
、
帰
必
復
調
」
と
語
る
よ
う
に
、

胡
桃
新
の
医
術
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
内
容
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
疾
病
で
は
内
科
、
婦
人
科
、
外
科
、
小
児
科
な
ど

各
科
に
属
す
。
胡
桃
新
は
得
意
な
技
を
こ
な
し
て
、
難
病
、
持
病

を
よ
く
治
し
て
い
る
。
『
胡
氏
方
案
』
に
よ
る
と
、
長
川
政
八
は
八

歳
か
ら
腹
痛
を
患
い
、
あ
ら
ゆ
る
治
療
を
尽
く
し
て
一
応
治
っ
た

既
往
歴
が
あ
っ
た
。
一
七
歳
の
秋
（
一
八
○
三
）
、
生
魚
を
食
べ
た

あ
と
、
発
作
を
起
こ
し
た
。
治
療
し
て
も
効
き
目
が
な
い
。
翌
年

二
月
二
十
二
日
、
三
月
七
日
、
胡
桃
新
の
治
療
を
受
け
た
。
一
回

目
の
処
方
は
和
血
、
通
絡
、
順
気
を
主
と
し
て
、
二
回
目
の
処
方
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は
和
中
、
調
気
、
養
血
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
処
方
で
政
八
の
腹
痛

は
全
癒
し
た
。
胡
桃
新
は
前
医
の
平
冑
健
脾
の
常
法
と
異
な
る
通

血
絡
、
順
稟
気
の
方
法
を
用
い
、
政
八
の
十
年
も
抱
え
た
疾
病
を

忽
ち
平
復
さ
せ
た
こ
と
で
、
当
時
、
奇
手
と
い
う
評
判
を
受
け
た

の
で
あ
る
。

胡
桃
新
は
長
崎
奉
行
成
瀬
因
幡
守
の
許
可
を
受
け
、
文
化
元
年

二
月
よ
り
、
毎
月
二
・
七
の
日
を
聖
福
寺
、
崇
福
寺
へ
診
療
出
張

し
、
月
に
六
日
間
、
市
中
の
診
療
を
行
っ
た
。
九
月
以
後
は
毎
月

四
・
九
の
日
が
医
官
達
の
入
唐
館
日
と
定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、

こ
の
『
胡
氏
方
案
』
に
よ
る
と
、
二
月
か
ら
七
月
ま
で
の
胡
桃
新

の
診
療
日
は
奉
行
の
指
定
し
た
日
数
よ
り
ず
っ
と
多
か
っ
た
。
四

月
の
一
ヶ
月
に
十
二
日
間
出
診
し
、
九
十
七
回
診
療
記
録
を
残
し

て
い
る
。
か
な
り
繁
忙
の
日
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

八
月
以
後
は
決
ま
っ
た
出
張
日
に
だ
け
行
く
よ
う
に
な
り
、
診
療

記
録
も
著
し
く
減
少
し
た
。
恐
ら
く
そ
の
時
、
四
・
九
の
日
に
医

官
達
と
対
話
が
あ
る
か
ら
、
出
掛
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。

第
五
冊
に
お
け
る
問
答
と
奥
書
に
よ
る
と
、
胡
桃
新
は
当
時
、

友
人
の
程
赤
城
の
家
に
寄
寓
し
て
、
聖
福
寺
と
崇
福
寺
で
、
診
療

を
行
っ
た
。
患
者
の
数
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
く
、
効
い
た
例

は
枚
挙
に
い
と
ま
な
く
、
そ
の
名
が
江
戸
ま
で
聞
こ
え
て
い
た
。

ま
た
、
長
崎
尹
の
治
療
方
案
が
し
ば
し
ば
幕
府
に
進
呈
さ
れ
た
た

め
、
清
医
の
医
技
が
頗
る
奇
特
と
認
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
故
に
、

医
官
達
が
長
崎
へ
胡
桃
新
に
学
ぶ
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。

演
者
ら
の
新
た
に
発
見
し
た
清
医
胡
桃
新
に
関
す
る
資
料
に
よ

り
、
胡
桃
新
が
一
年
半
の
滞
在
中
に
大
き
な
活
躍
を
し
た
こ
と
が

裏
付
け
ら
れ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
資
料
は
当
時
の
医
学
状
況

及
び
中
日
医
学
の
比
較
研
究
に
非
常
に
価
値
が
あ
る
。
今
後
、
幕

府
の
招
贈
に
応
じ
来
日
し
た
清
医
に
関
す
る
研
究
が
更
に
重
視
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
う
。

本
文
に
つ
い
て
、
順
天
堂
大
学
酒
井
シ
ヅ
教
授
の
ご
指
導
、
な

ら
び
に
松
江
日
赤
病
院
附
属
図
書
館
・
森
脇
女
史
の
ご
協
力
に
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
、
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
／
北
里
研
究
所
東
医
研

医
史
学
研
究
部
）

（
帥
日
本
医
科
大
学
東
洋
医
学
科
）


